






























































































































































































































































































































小節番号 ポジション番号 意識する指 意識する音
第１～第８小節 １ 第３指 Ｆiｓ
第９～第１O小節 ２ 第３指 Ｈ
第１１～第１４小節 １ 第３指 Ｆiｓ
第１５小節 ３ 第１指 Ｆiｓ

























































































































醤 一ヨー匡 ? ?
国際文化学部論集第１８巻第２号（2017年９月）
美しさ，そしてその表現を感じて歌唱をする喜びを生徒たちに伝えるには，豊かな表現力を身
に着け，演奏する他ないのである。ピアノ演奏における様々なレベルの学生が，１つのクラス
で同一課題をもとに実技習得を目指す場合，やはり全体のモチベーションを維持していくこと
に大変困難をきたす。特に，難なく演奏できる者とそうでない者では，その差は歴然としてし
まい，本来奇跡的な成長を遂げた勤勉な学生たちが，志を無くしてしまうことも少なくない。
そのような状況下において大切なことは，物事に対する考え方を多角的に捉えるということで
あると感じる。
例えば，伴奏に使用する音符の数が多く，演奏が非常に難しい課題に通遇した場合，その伴
奏を簡素化することに対しては次のような考え方が生まれると思う。
「伴奏の音符を減らすことで，書かれていることを正しく演奏できないことへの罪悪感を持
ち，自信を喪失する」など。
そのような場合，以下のように考えることで，正反対の捉え方ができ，新たな効果が生まれ
る。
「伴奏の音符を減らすことで，より旋律線がはっきりして，音程が正しいかどうか露わにな
るため，生徒たち自身での音程への注意力をより強くできる｡」など。
要するに，「簡素化＝罪悪感」ではなく，「簡素化＝理解力増強」ということになる場合がある
ことを知り，目的意識をもって変化させることで，指導力のアップを図るという櫛図ができあ
がるのである。もちろん，最終的には楽譜通りの正しい伴奏で歌えるようになることが一番望
ましいのではあるが，習得に関する一工程としての在り方を発見することで，より効果的な指
導に結び付くことを認識すべきである。
教育の根幹にある修辞的解釈をいかにするか，１つのことに幾通りもの解釈が成り立つ思考
感覚を身に着けることで，困難をチャンスに変えることはいくらでもできよう。昨今では地方
の教員志願者の不足問題が深刻化しているようであるが，地方における中学，ないしは高校の
音楽教諭志願者は決して減少傾向にあるわけではない。しかし，現実問題として，正規採用者
の数はほぼ無いに等しい。少子化が原因であるというが，そのような厳しい状況に置かれてい
ても，本来の音楽教育に必要な多角的な物事の捉え方は今後ますます重要になってくると考え
る。様々な状況にある学生たちが，困難な道への挑戦をするにあたり，「正しい伴奏により歌
唱指導をする事だけに力を注ぐことも大切ではあるが，一方では，音を減らしてより生徒たち
に正しい音程，美しい表現を感じることができるような配慮を伴う伴奏をして，歌唱指導をす
ることもできる」という同時に幾通りもの考えに立てる指導者の育成を今後も心掛けていく。
１７２
歌唱指導時の伴奏表現と習得方法の工夫
使用教材
・中学生の音楽１（教育芸術社）
・中学生の音楽２．３上（教育芸術社）
・中学生の音楽２．３下（教育芸術社）
参考資料
・2012年改訂版中学校・高等学校教職課程音楽科教育法（教育芸術社）
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